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に
つ
な
が
る
日
本
史
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部
加
筆
の
う
え

再
録
し
た
も
の
で
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。
文
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肩
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齢
、
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の
他
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、
掲
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当
時
の
も
の
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ぞ
れ
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の
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に
記
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ま
す
。



［
第
二
十
一
話
］

維
新
百
五
十
年

西
郷
ど
ん
は
「
革
命
家
」
だ
っ
た
の
か

「
動
物
好
き
の
お
じ
さ
ん
」
か
ら
「
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
」
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
で
語
り
継
が
れ
る
西
郷
隆

盛
（
一
八
二
八
～
七
七
）。
最
近
、
新
た
に
加
わ
っ
た
の
が
「
革
命
家
」
の
顔
だ
。
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

郷ご

ど
ん
」
の
演
出
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
史
実
に
照
ら
す
と
ど
う
な
の
か
。
西
郷
が
活
躍
し
た
明
治
維
新
は
、

日
本
の
「
革
命
」
だ
っ
た
の
か
。

維
新
は
「
革
命
」
か
「
革
新
」
か

　
明
治
改
元
の
詔
か
ら
百
五
十
年
と
な
る
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
年
）
十
月
二
十
三
日
、
政
府
主
催
の
記
念
式
典

が
東
京
・
永
田
町
の
憲
政
記
念
館
で
開
か
れ
た
。
か
つ
て
の
雄
藩
「
薩
長
土
肥
」
で
は
「
か
ご
し
ま
明
治
維
新
博
」

「
や
ま
ぐ
ち
幕
末
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
祭
」「
志
国
高
知
　
幕
末
維
新
博
」「
肥
前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会
」
が
開
か
れ
て
い

る
。
戊
辰
戦
争
で
犠
牲
者
を
出
し
た
会
津
（
福
島
県
）
な
ど
で
は
「
維
新
」
で
は
な
く
、
会
津
で
も
「
戊
辰
百
五
十

周
年
」
の
記
念
事
業
が
目
白
押
し
だ
。
書
店
に
も
明
治
維
新
関
連
の
書
籍
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
。

　
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
年
）
の
創
刊
か
ら
五
十
六
年
で
通
巻
二
千
五
百
点
を
迎
え
た
中
公
新
書
は
、
記
念
作

品
と
し
て
『
日
本
史
の
論
点
』（
中
公
新
書
編
集
部
編
）
を
出
版
し
た
。
気
鋭
の
歴
史
学
者
五
人
が
二
十
九
の
日
本
史

の
謎
を
解
説
す
る
一
冊
な
の
だ
が
、
そ
の
中
で
慶
応
大
教
授
の
清
水
唯
一
朗
さ
ん
が
「
明
治
維
新
は
革
命
だ
っ
た
の

か
」
を
解
き
明
か
し
て
い
る
。

　
清
水
さ
ん
に
よ
る
と
、「
維
新
」
と
い
う
言
葉
は
中
国
の
古
典
『
詩
経
』
に
由
来
し
、「
維こ

れ

新あ
ら
たな

り
」、
す
な
わ
ち
、

す
べ
て
が
改
ま
り
新
し
く
な
る
こ
と
を
指
す
。
英
語
で
は
「
復
古
（
Ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）」
が
あ
て
ら
れ
て

き
た
。
最
近
は
「
革
命
（
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）」
と
規
定
す
べ
き
だ
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ

ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
よ
う
な
秩
序
の
大
変
革
を
意
味
し
、
中
国
で
は
「
革
命
」
は
王
朝
（
体
制
）
の
抜

本
的
な
入
れ
替
え
を
意
味
す
る
。

　
明
治
維
新
は
、
商
人
や
農
民
が
起
こ
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
政
権
は
徳
川
か
ら
薩
長
土
肥
へ
と
移
っ
た
が
、
清
水

さ
ん
は
、
江
戸
と
明
治
に
連
続
性
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
明
治
維
新
は
極
め
て
大
規
模
な
「
革
新
（
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）」
と
見
る
べ
き
だ
、
と
主
張
し
て
い
る
。

　
だ
が
、
維
新
百
五
十
年
に
あ
わ
せ
て
制
作
さ
れ
た
『
西
郷
ど
ん
』
は
、
明
ら
か
に
明
治
維
新
は
革
命
で
、
西
郷
は

革
命
家
だ
っ
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
が
わ
か
る
の
が
、
流
罪
に
な
っ
て
い
た
西
郷
隆
盛
が
沖
永
良
部
島
か
ら

薩
摩
（
鹿
児
島
県
）
に
帰
る
シ
ー
ン
だ
。



〈
上
〉
政
府
主
催
の
明
治
１
５
０
年
記
念
式
典
で
式
辞
を
述
べ
る
安
倍
首
相
（
壇
上
）（
二
〇
一
八
年
十
月
二
十
三
日
）
／
〈
下
〉
西
郷
隆

盛
と
吉
田
松
陰



憧
れ
の
人
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
「
正
体
」

　
ド
ラ
マ
で
は
、
西
郷
と
同
じ
流
罪
人
だ
っ
た
川
口
雪せ

っ

篷ぽ
う

（
一
八
一
九
～
九
〇
）
が
、
舟
で
島
を
出
る
西
郷
を
、
自

ら
書
い
た
「
革
命
」
の
旗
を
振
っ
て
見
送
っ
た
。
雪
篷
は
、
蘭
学
者
の
小こ

関せ
き

三さ
ん

英え
い

（
一
七
八
七
～
一
八
三
九
）
が
翻

訳
し
た
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
（
一
七
六
九
～
一
八
二
一
）
の
伝
記
『
那
波
列
翁
（
ナ
ポ
レ
オ
ン
）
伝
初
編
』

を
島
に
持
ち
込
み
、
西
郷
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
業
績
を
教
え
て
い
る
。

　
雪
篷
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
知
っ
て
い
た
証
拠
は
な
い
が
、
書
が
う
ま
く
、
流
罪
に
な
る
前
は
藩
の
書
物
の
筆
写
が
仕

事
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
伝
記
を
読
ん
で
い
て
も
、
革
命
の
旗
を
自
作
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

ド
ラ
マ
の
時
代
考
証
を
担
当
し
た
歴
史
学
者
の
磯
田
道
史
さ
ん
は
『
素
顔
の
西
郷
隆
盛
』
の
中
で
「
西
郷
は
島
暮
ら

し
で
革
命
思
想
を
育
ん
だ
」
と
の
見
方
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ー
ン
に
は
磯
田
さ
ん
の
「
革
命
家
・
西
郷
」
を
印

象
づ
け
る
狙
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
流
罪
中
に
読
ん
で
い
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
西
郷
の
自
宅
か
ら
は
『
那
波
列
翁
伝
初
編
』
が
見
つ
か
っ
て
お

り
、
西
郷
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
好
き
だ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
吉
田
松
陰
（
一
八
三
〇
～
五
九
）
も
こ
の
伝
記
を
獄
中

で
読
ん
で
感
動
し
、「
草そ

う

莽も
う

崛く
っ

起き

」、
す
な
わ
ち
「
在
野
の
人
よ
、
立
ち
上
が
れ
」
と
唱
え
て
い
る
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
自
ら
革
命
を
起
こ
し
た
わ
け
で
は
な
い
。「
抑
圧
さ
れ
た
人
々
を
自
由
に
す
る
」
と
い
う
大
義
を
掲

げ
る
一
方
で
、
共
和
制
を
終
わ
ら
せ
、
他
国
に
次
々
と
戦
い
を
仕
掛
け
て
皇
帝
に
就
い
て
い
る
。
彼
が
率
い
た
フ
ラ

ン
ス
国
民
軍
は
徴
兵
制
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
「
草
莽
」
の
集
ま
り
だ
っ
た
が
、
封
建
領
主
ら
の
傭よ

う

兵へ
い

軍
を
次
々
に

撃
破
し
て
い
る
。

　
幕
末
の
志
士
た
ち
は
革
命
の
大
義
で
は
な
く
、
下
級
士
官
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
草
莽
を
近
代
的
な
軍

に
ま
と
め
あ
げ
、
封
建
勢
力
を
打
ち
破
っ
た
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
。

　
松
陰
の
最
後
の
弟
子
だ
っ
た
山
田
顕
義
（
一
八
四
四
～
九
二
）
は
、
戊
辰
戦
争
で
討
伐
軍
を
指
揮
し
、
西
郷
か
ら

「
あ
の
小こ

童わ
っ
ぱ、

用
兵
の
天
才
で
ご
わ
す
」
と
絶
賛
さ
れ
て
「
日
本
の
小
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
。
山
田
は
の
ち

に
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
を
学
ん
で
初
代
の
司
法
大
臣
（
今
の
法
相
）
と
な
る
。

　
ち
な
み
に
山
田
が
法
学
を
普
及
さ
せ
る
た
め
設
立
し
た
日
本
法
律
学
校
が
、
今
の
日
本
大
学
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
関
連

の
不
祥
事
が
続
き
、
法
令
順
守
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
今
の
姿
を
、「
学
祖
」
の
山
田
は
さ
ぞ

苦
々
し
く
見
て
い
る
だ
ろ
う
。



〈
上
〉
西
郷
も
愛
読
し
た
『
那
波
列
翁
伝 

初
編
』（
三
巻
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
）
／
〈
下
〉
五
十
五
歳
の
頃
の
ハ
リ
ー
・
パ
ー

ク
ス
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
提
供
）



江
戸
総
攻
撃
中
止
の
真
相

　
社
会
学
者
の
大
沢
真
幸
さ
ん
も
『
日
本
史
の
な
ぞ
』
の
中
で
、
明
治
維
新
は
革
命
で
は
な
か
っ
た
と
み
て
い
る
。

革
命
と
は
外
部
の
力
を
借
り
ず
、
意
図
的
に
起
き
る
社
会
の
変
動
で
あ
っ
て
、
黒
船
来
航
と
い
う
外
圧
を
き
っ
か
け

に
起
き
た
明
治
維
新
は
こ
れ
に
該
当
し
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。
こ
の
考
え
に
従
え
ば
、
外
圧
を
頼
ら
ず
、
自
ら
の
意

思
で
前
体
制
を
破
壊
し
た
人
の
み
が
革
命
家
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
西
郷
ど
ん
』
の
中
で
西
郷
は
、「
日
本
の
こ
と
は
日
本
人
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
イ
ギ
リ
ス
の
援
助
を

拒
否
し
、
武
力
討
幕
に
突
き
進
む
。
武
力
を
使
わ
な
い
大
政
奉
還
に
よ
る
政
権
交
代
を
目
指
す
坂
本
龍
馬
（
一
八
三

六
～
六
七
）
と
対
立
し
、「
自
分
一
人
に
な
っ
て
も
慶
喜
の
首
を
取
る
」
と
、
執し

つ

拗よ
う

に
徳
川
慶
喜
（
一
八
三
七
～
一
九

一
二
）
を
追
い
詰
め
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
は
「
西
郷
が
ダ
ー
ク
サ
イ
ド
に
墜お

ち
た
！
」「
戦
い
の
鬼
す
ぎ
て
怖
い
」
と
、

西
郷
の
変
わ
り
ぶ
り
に
戸
惑
う
声
が
相
次
い
だ
が
、「
突
然
の
キ
ャ
ラ
変
更
」
は
西
郷
を
革
命
家
と
し
て
描
く
に
は
必

要
な
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
武
力
討
幕
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
の
実
際
の
西
郷
の
動
き
は
、
ド
ラ
マ
と
は
だ
い
ぶ
異
な
る
、
と
の
説

も
あ
る
。
江
戸
総
攻
撃
の
直
前
、
西
郷
は
横
浜
に
い
た
イ
ギ
リ
ス
公
使
の
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
（
一
八
二
八
～
八
五
）

に
使
者
を
出
し
、
総
攻
撃
の
了
解
を
取
ろ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
パ
ー
ク
ス
は
、
新
政
府
に
恭
順
の
意
を
示
し
て
い

た
慶
喜
の
討
伐
に
強
く
反
対
し
、
慶
喜
の
亡
命
を
イ
ギ
リ
ス
が
受
け
入
れ
る
可
能
性
に
ま
で
言
及
し
た
と
い
う
。
返

答
を
聞
い
た
西
郷
は
し
ば
し
愕が

く

然ぜ
ん

と
し
た
と
い
う
が
、
勝
海
舟
（
一
八
二
三
～
九
九
）
と
の
会
談
で
は
そ
れ
ま
で
の

強
硬
姿
勢
を
あ
っ
さ
り
転
換
し
、
総
攻
撃
の
中
止
を
承
諾
し
た
。

　
西
郷
の
方
針
転
換
は
京
都
で
開
か
れ
た
三
職
会
議
で
承
認
さ
れ
た
が
、
木
戸
孝
允
（
一
八
三
三
～
七
七
）
は
西
郷

の
豹ひ

ょ
う

変へ
ん

ぶ
り
を
「
眼
中
に
は
徳
川
し
か
な
い
と
言
い
つ
つ
、
実
は
欧
州
（
イ
ギ
リ
ス
）
が
あ
る
の
み
だ
」
と
痛
烈
に

皮
肉
っ
て
い
る
（
石
井
孝
『
明
治
維
新
の
舞
台
裏
』）。

　
西
郷
と
と
も
に
慶
喜
抹
殺
を
主
張
し
て
い
た
大
久
保
利
通
（
一
八
三
〇
～
七
八
）
は
、
江
戸
総
攻
撃
の
一
か
月
前

に
は
慶
喜
を
助
命
し
、
備
前
藩
（
岡
山
県
）
お
預
け
と
す
る
収
拾
案
を
示
し
て
い
た
。
百
万
の
江
戸
市
民
の
犠
牲
を

避
け
る
と
い
う
西
郷
の
決
断
が
な
け
れ
ば
無
血
開
城
は
実
現
し
な
か
っ
た
の
は
確
か
だ
が
、
そ
も
そ
も
江
戸
総
攻
撃

の
方
針
が
慶
喜
に
無
条
件
降
伏
を
迫
る
交
渉
戦
術
に
過
ぎ
ず
、
パ
ー
ク
ス
の
意
向
に
左
右
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

西
郷
や
大
久
保
は
革
命
家
と
い
う
よ
り
、
戦
略
家
で
は
な
い
か
。

　
西
郷
ら
の
方
針
転
換
を
皮
肉
っ
た
木
戸
は
、
当
初
か
ら
慶
喜
の
寛
大
な
処
置
を
主
張
し
て
い
た
。「
維
新
の
三
傑
」

は
い
ず
れ
も
、
旧
体
制
を
完
全
に
破
壊
し
、
江
戸
時
代
と
の
完
全
な
決
別
を
追
求
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
え

る
。



西
郷
と
勝
が
会
談
し
た
薩
摩
藩
邸
跡
（
東
京
都
港
区
三
田
）



維
新
の
意
義
か
ら
日
本
史
を
考
え
る

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
維
新
は
日
本
を
大
き
く
変
え
た
。
勝
者
と
な
っ
た
薩
長
土
肥
の
士
族
が
、
版
籍
奉
還
や

廃
藩
置
県
を
通
じ
て
禄ろ

く

と
領
土
と
い
う
自
ら
の
特
権
を
手
放
し
、「
王
政
復
古
」
の
一
方
で
「
文
明
開
化
」
と
い
う
一

見
矛
盾
す
る
改
革
を
平
和
裏
に
進
め
た
こ
と
が
大
き
い
。

　
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
は
二
百
万
人
の
血
が
流
れ
た
が
、
戊
辰
戦
争
は
三
万
人
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
に
続
く
改
革
は
ほ

と
ん
ど
抵
抗
な
く
行
わ
れ
、
司
馬
遼
太
郎
（
一
九
二
三
～
九
六
）
は
「
明
治
維
新
は
世
界
で
も
ま
れ
な
革
命
だ
っ
た
」

（『「
明
治
」
と
い
う
国
家
』）
と
書
い
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
歴
史
学
者
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
文
化
人
が
明
治
維
新
の
意
義
を
考
察
し
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど

の
著
作
や
論
文
を
残
し
て
い
る
。
戦
前
の
「
日
本
資
本
主
義
論
争
」
で
も
維
新
の
意
義
や
、
や
り
残
し
た
革
命
に
つ

い
て
大
き
な
論
争
に
な
り
、
こ
の
論
争
が
戦
後
に
共
産
党
系
と
社
会
党
左
派
な
ど
の
非
共
産
党
系
が
分
か
れ
る
一
因

と
な
っ
た
。

　
新
政
府
は
旧
幕
臣
も
積
極
的
に
登
用
し
、「
万
機
公
論
で
決
す
る
」
仕
組
み
は
近
代
憲
法
、
議
会
制
導
入
へ
と
つ
な

が
っ
た
。
一
方
、
中
央
集
権
、
官
僚
国
家
を
土
台
と
す
る
政
治
体
制
は
、
制
度
疲
労
を
起
こ
し
て
い
る
よ
う
に
も
み

え
る
。

　
革
命
か
ど
う
か
な
ど
ど
う
で
も
い
い
で
は
な
い
か
、
と
思
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
平
成
の
終
わ
り
の
年
に
維
新

百
五
十
年
を
迎
え
た
秋
の
夜
長
に
、
日
本
の
歩
み
を
振
り
返
る
の
も
悪
く
な
い
。『
日
本
史
の
論
点
』
は
巻
末
に
、
執

筆
陣
が
選
ぶ
各
時
代
の
必
読
書
「
日
本
史
を
つ
か
む
百
冊
」
も
つ
い
て
い
る
。
中
公
新
書
が
創
刊
さ
れ
た
年
に
生
ま

れ
た
筆
者
の
書
棚
に
あ
る
中
公
新
書
は
三
十
点
に
満
た
な
い
が
、
好
き
な
歴
史
物
を
読
み
直
し
、
知
的
な
鉱
脈
を
探

し
た
い
。

◇

　
明
治
改
元
百
五
十
年
の
日
の
「
深
層
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
で
は
、
尚
美
学
園
大
講
師
で
『
明
治
維
新
と
幕
臣
』
の
著
書
が

あ
る
門
松
秀
樹
さ
ん
と
、
近
現
代
史
研
究
者
の
辻
田
真
佐
憲
さ
ん
に
、
明
治
維
新
の
意
義
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ

た
。

　
門
松
さ
ん
は
、
江
戸
と
明
治
に
は
連
続
性
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、「
明
治
国
家
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
大
久
保

（
利
通
）
の
下
で
行
政
実
務
に
あ
た
っ
た
旧
幕
臣
の
官
僚
集
団
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
」
と
指
摘
し
た
。
王
政
「
復

古
」
を
号
令
し
な
が
ら
文
明
「
開
化
」
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
王
政
復
古
の
大
号
令
の
中
に

あ
る
「
諸
事
神じ

ん

武む

創
業
ノ
始
ニ
原も

と

づ
キ
」
と
い
う
言
葉
に
カ
ギ
が
あ
る
と
解
説
し
た
。
朝
廷
は
ど
の
時
代
ま
で
「
復

古
」
す
る
か
議
論
し
、
結
局
は
史
実
の
記
録
が
な
い
「
神
武
の
昔
」
に
戻
る
こ
と
で
、
前
例
に
縛
ら
れ
な
い
政
策
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
わ
け
だ
。

　
辻
田
さ
ん
は
、
維
新
の
立
役
者
と
し
て
明
治
天
皇
（
一
八
五
二
～
一
九
一
二
）
に
注
目
し
、「
政
治
的
動
き
を
し
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
長
い
間
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
時
代
に
安
定
感
を
与
え
た
」
と
評
価
し
た
。
ま
た
、「
明
治
維
新
が



作
っ
た
官
僚
制
度
は
、
維
新
の
元
勲
た
ち
が
去
っ
た
後
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
と
い
う
命
題
を

抱
え
続
け
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

　
歴
史
に
興
味
を
持
つ
人
が
増
え
、
歴
史
の
実
証
研
究
も
進
ん
で
い
る
が
、
維
新
が
目
指
し
た
「
万
機
公
論
」
を
進

め
る
に
は
、「『
物
語
』
と
『
研
究
』
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
議
論
の
土
台
を
つ
く
る
必
要
」（
辻
田
さ
ん
）
が
あ
る
の

か
も
知
れ
な
い
。
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献
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司
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Ｈ
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九
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Ｈ
Ｐ
文
庫
）
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澤
真
幸
『
日
本
史
の
な
ぞ
　
な
ぜ
こ
の
国
で
一
度
だ
け
革
命
が
成
功
し
た
の
か
』（
二
〇
一
六
、
朝
日
新
書
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十
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［
第
二
十
二
話
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覇
王
信
長
も
恐
れ
た
？

「
正
倉
院
」
千
二
百
年
の
奇
跡

　
小
学
校
の
卒
業
時
な
ど
に
「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
を
埋
め
る
の
は
、
地
中
が
長
期
保
存
に
最
も
適
し
て
い
る
か
ら

だ
。
倉
庫
な
ど
で
は
、
紛
れ
た
り
、
盗
ま
れ
た
り
、
火
事
に
遭
っ
た
り
す
る
リ
ス
ク
が
つ
き
ま
と
う
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
千
二
百
年
を
超
え
て
世
界
レ
ベ
ル
の
至
宝
を
守
っ
て
き
た
奈
良
の
正
倉
院
は
〝
奇
跡
の
保
管
庫
〟
と
言
え
る
。

そ
の
威
厳
は
、
傍
若
無
人
で
聞
こ
え
た
戦
国
の
覇
者
を
も
畏か

し
こま

ら
せ
た
と
い
う
。

官
爵
な
い
人
に
も
至
宝
を…

…

門
戸
開
い
た
文
豪

　
今
年
も
正
倉
院
展
（
主
催
・
奈
良
国
立
博
物
館
、
特
別
協
力
・
読
売
新
聞
社
）
が
始
ま
っ
た
。
七
十
回
目
の
節
目

で
平
成
最
後
の
開
催
と
な
る
。
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
五
十
六
件
（
う
ち
初
出
展
十
件
）
の
宝
物
が
公

開
さ
れ
て
い
る
。

　
開
会
式
の
あ
い
さ
つ
で
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
の
西
川
明
彦
所
長
は
「
宝
物
を
官
位
や
爵
位
が
な
く
て
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
の
は
、
実
は
森
鴎
外
（
一
八
六
二
～
一
九
二
二
）
な
の
で
す
」
と
紹
介
し
た
。
晩
年
に
帝
室
博
物
館

総
長
兼
図ず

書し
ょ
の

頭か
み

に
就
任
し
た
鴎
外
は
、
年
に
一
度
の
宝
物
の
虫
干
し
に
あ
わ
せ
て
研
究
者
に
も
公
開
す
る
よ
う
働
き

か
け
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
度
か
ら
研
究
者
が
宝
物
を
調
査
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

＊
こ
の
続
き
は
製
品
版
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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